
紹
和
二
十
・
四
昂
六
月
一
日
運
翰
雀
蒋
別
扱
承
認
島
羅
誘
第
四
五
一
二
竪

醸
和
三
十
四
年
十
月
二
十
B
畿
行
（
毎
月
一
回
装
行
）

第四十巻　　第六朋
　　　　　第四百六十四號

　　昭和三十四年十月二十日螢行

文
化
人
聖
祭
に
つ
い
て
の
學
間
論
…
…
…
…
…
棚

學
と
し
て
の
形
而
上
學
は
可
能
か
（
承
前
）
…
…
阿

　
ー
カ
ン
ト
「
純
粋
理
性
批
判
」
の
窮
極
課
題
一

宗
教
寛
容
論
の
哲
質
的
基
礎
…
…
：
…
…
…
…
・
岩

　
ー
ベ
…
ル
の
「
事
賢
の
明
謹
」
に
つ
い
て
i

即
自
・
樹
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
…
…
…
…
木

　
i
ナ
ル
ト
ル
哲
學
の
一
考
今
一

　
新
着
外
國
雑
誌
所
載
論
文
一
覧

瀬
襲
　
爾

部
　
正
　
雄

埣
紹
夫

村
彰
吾

大學文學部内

都哲學會
都
京

京



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
頃
的
と
す
る

一
、
右
の
臼
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

日
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
螢
行
ず
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

臼
　
随
時
研
究
愈
を
開
く

一
、
本
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
會
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
目
す
る

一
、
本
幹
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
魯
が
推
薦
す
る

一
、
本
曇
は
會
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
　
學
校
。
圖
書
館
。
其
他
の
園
騰
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
二
一
一
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

握
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
愈
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
一

本武松蓮野西回折欄田起電園悉無補大白上井石弓有

吉藤尾細観岐瀬㌔福野燭　田賀
………1…芳俊∴照島田義簗

治雄海康夫治人夫爾郎二郎高下郎一二尚夫勉仁祐郎



　
　
　
　
　
　
　
哲
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・
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第
四
百
六
ゐ
1
凶
臨
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一
〇
〇

鵬　
　
て
、
　
「
存
在
と
無
」
が
部
自
・
醤
自
の
織
り
な
す
一
編
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
富
め
ド
ラ
マ
は
途
に
「
即
自
－
一
i
豊
島
」
の
綜

　
　
合
と
い
う
ハ
ッ
ピ
…
エ
ン
ド
に
は
終
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
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（
筆
者
　
京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
〔
哲
學
〕
博
士
課
程
學
生
）

次號論交張告

ベ
ル
グ
ソ
ン
と
習
慣
の
問
題
：
・
…
：
：
三
　

輪

猫
逸
浪
漫
主
義
の
生
濡
原
理
（
上
）
…
…
吉

　
　
ー
ー
感
漕
的
主
鍛
性
と
想
像
カ
ー
ー
ー

正

田
　
忠
　
勝

目
と
し
て
の
形
而
上
學
は
可
能
か
（
完
）
阿
　
部

　
　
i
カ
ン
ト
門
純
粋
理
性
批
制
し
の
窮
極
謙
題
1

正
　
駅

前號目i突
骨
気
o
N
o
是
踏
＄
り
愚
黛
q
段
麟
℃
（
完
）
…
鹿
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ス
ト
ア
の
自
然
と
自
由
i

デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
の
知
識
論
（
完
）
…
…
…
服

カ
ン
ト
に
於
け
る
ご
目
盛
諺
N
o
昌
創
。
翼
9
劉

　
℃
露
δ
・
。
o
℃
露
。
．
＾
の
理
念
に
つ
い
て
…
今

日
米
の
宗
教
畢
：
：
…
：
…
…
・
：
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彙
報

　
叛
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外
躍
維
誌
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載
論
文
一
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會

出口

一
〇
四

　
本
誌
第
四
十
轡
第
三
溺
（
第
四
薫
六
十
一
號
）
の
登
行
日
付
は
、

本
來
昭
和
三
十
四
露
三
月
二
十
日
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
編
集
上
の

都
合
に
よ
り
、
昭
融
三
十
四
年
七
月
ご
温
田
と
改
め
ま
し
た
。

　
な
ほ
會
嚢
一
ケ
隼
分
（
一
、
二
二
〇
円
）
は
、
登
行
日
付
攣
更

に
か
＼
は
ら
ず
、
從
來
到
り
十
二
柵
頒
布
を
も
つ
て
清
算
致
し
ま

す
の
で
、
今
年
慶
の
残
金
は
來
歩
廊
に
ま
は
し
ま
す
。

京
都
哲
墨
會

…………
　　　一　　　・　　　「　　－　　，　　’　　“　　一　罰　　π　　「　　雫

＊
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金
園

告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
帯
左
京
塵
吉
照
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
町
費
（
年
一
、
一
三
〇
圓
又
は
牛
年

六
一
〇
圓
）
を
お
携
込
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
麟

費
に
嘱
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
匿
代
宮
町
二
　
創
文
祇

　
（
振
替
口
座
東
京
九
二
四
七
二
番
誓
文
就
）
宛
に
願
ひ
ま
す

一
、
會
費
切
れ
の
場
含
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
御
三
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分
又
は
牟
年
分
）

會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六
冊
）
の
送
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
會
費
の
攣
更
其
他
の
事
惰
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
又
は
牟
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
會
員
の
韓
居
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
東

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
囚
籍
に
お
送
り
下
さ
い

一

石望都
都都

凝望
凝學
部吉

醐會

昭
和
三
十
四
年
十
月
十
五
日
印
刷

昭
和
三
十
四
年
十
月
二
十
日
襲
行

編
集
人

性
行
人

蛮
行
所

印
刷
人

印
刷
二

三
式
量
融

東堀堀東紅土饗京京

編鐘保s・白
重印文1井駄哲

1刷治1異邦1畢

六所郎二：男夫　　　　　　内會

創
　
　
文
　
　
肚

東
京
都
千
代
田
匿
代
窟
町
二

振
替
日
藻
　
策
京
　
九
二
四
七
二
番

三
二
　
丸
ノ
内
（
銘
）
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
譲
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
陣
す
る

件
は
［
，
創
文
趾
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
一

二
〇
圓
、
送
料
・
八
國
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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